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山形県
剣道道場連盟

◆加盟団体数　62
◆会長　窪田　彰　錬士五段
◆事務局
〒995-0041山形県村山市河島乙22
TEL 0237-53-3004　

　40数年前、子を持つ親たちが当時の
世相、子どもたちの将来を憂い、私たちの
先祖が遺し伝えてくれた「技と心を磨く」
剣道によりこれを正しい姿にすることへ考
えを及ばせた。幾度か話し合い、研究した
結果、大いちょうがシンボルの山形市立
第四小学校奨学会により「いちょう少年
剣士会」が誕生。以来、少年剣道指導に
よる効果が認められるようになり、剣士会
の発展は着実に進み今日に至っている。
　山形市中心地にある第四小学校は平
成23年度100周年を迎えた。全校児童
は約220人と市内のナンバースクールの
中では小規模だが、小学生剣士は12名
おり、来年度には剣士会45周年を迎える。

剣士、保護者、指導者の三位一体や礼節
と基本を重視、奨学会の活動や子育連
の行事への積極的参加を推進している。
　剣士会入会の際には全員に木刀を貸
し出し、木刀による素振りを指導する。ま
た、切り返しは「遠間から大きく面打ちを
四本行なってから左右面」という特徴ある
稽古。年間行事も多く、季節ごとの行事
の他、熊野神社、豊烈神社での奉納試
合など、またスポーツ少年団PRといった
活動を幅広く行なっている。山形県剣連
金森事務局長や山形市剣連松田事務
局長はいちょう少年剣士会の指導者であ
り、また、故安藤捴吉範士八段も当道場
の指導者であった。

　かねてより自分の道場をつくりたいと
いう夢があった齋藤司教士七段は、自
宅の新築と同時に道場を設立した。こ
の地区の少年剣道は道場連盟に加盟
していない団体だったので、夏の錬成
大会や春の水戸大会に参加したいと
いう思いを叶えるためにも、道場設立と
同時に道連加盟を果たした。
　昨年まで酒田商業高校剣道部監督
として２６年間、現在は酒田光陵高校
で指導する館長の好きな言葉は「剣は
心なり」。現役の高校教員であり、「心」
を大切にする人に成長してもらいたい
という気持ちで子どもたちに接している。
小学生７名、中学生１４名、高校生１名

の計２１名が稽古に参加。設立４年目
であるが、夏の全国大会ベスト１６、全
国大会女子個人３位入賞など、また県
大会では小学生の団体で準優勝、３位、
中学生の団体で準優勝などの成績を
残し、着実に力を伸ばしてきている。
　道場としての稽古日や大会参加はス
ポーツ少年団と重ならないように配慮
し、各種大会、錬成会に参加するだけ
でなく、稽古初めや稽古納めなどの各
種行事も行なっている。剣道の魅力を
子どもたちに伝えることを心がけ、将来
に羽ばたく剣士、人の役に立つ人間に
なってもらいたいと願って日々指導に努
めている。
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山形県剣道道場連盟　登録番号65
◆館　長	齋藤 司　教士七段　

◆設　立	2008年

◆所在地	〒９９９-８３０１　山形県飽海郡遊佐町遊佐字神子免15-３

◆連絡先	齋藤 司　ＴＥＬ＆ＦＡＸ　０２３４－７２－２８６８

	 または酒田光陵高校　０２３４－２８－８８３３
	 ホームページアドレス ssaitots@pref‐yamagata.ed.jp
◆稽古日・時間

水・木曜日　19時〜21時　少年部（小学生と中学生が参加。ス
ポーツ少年団の練習日と重ならないように配慮）。一般の稽古など
申し出があれば受け入れ可能。　

道場ファイル 15

指導者一同

神社での奉納試合にて

平成24年の全日本少年錬成大会にて

稽古風景

着実に力を伸ばす道場生たち

道場外観

「日頃から剣士たちには、道場の剣士としての自信と誇り
を持って行動するよう指導しています。剣道少年団活動
では、河川の清掃活動をはじめ、有名な山形のいも煮会
会場で稽古着姿で『交通安全』『薬物乱用防止』のチラ
シを配るなどの活動を実践しています」（窪田会長）

山形県剣道道場連盟　登録番号11
◆代表者　新関 誠　五段　　　

◆設　立　1969年

◆所在地	〒990-0055　山形県山形市相生町4-37 

	 山形市立第四小学校アリーナ
◆連絡先	新関 誠　TEL 080-6009-9352 

	 FAX 023-631-9352
◆稽古日・時間

　火曜日　18：30〜20：00
　木曜日　18：00〜19：30
　土曜日　８：00〜10：00


